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O. はじめに

教科書にあらわれたあいさつ表現

一文化教授のあるべき方向一

広島大学大特主 深沢 =宝:.L..，円，ロ

海外旅行が年々盛んになっていくと共に r乙とばと文化Jといったものへの関心も高まりを
みせている。それは，異文化問のコミュ・ニケーションを過して，言語だけでは到底J1J!解できない

文化の側面があることに人々が気付き始めているせいでもあろう。従来，国際問解教育は各教科

における共通の関心事であるが，教室における英語教育では，文化の側面は重要とされながらも，

せいぜ.い授業の副産物的な存在としてしか扱われず，技能としての面のみに重きが{白かれている

のが現状であろう。さらに，文化という慨念自体lζも様々な見解があり，一致をみていない。以

下，英語教育における文化とは何かについて考祭すると共に.教室における文化教授の教材而か

らのアプローチとして中学校の教科古にみられるあいさつ表現lとあらわれた文化を取り上げてみ

たいと思う。

1. 英語教育の目的・憲義一文化教授の観点から

外国語科の目標として，指導要簡では外国語によるJ1~解・表現能力をや1 1ばすとかj時lζ. 外国の

人々の生活やものの見方などについての理解が掲げられている。しかしながら，後者の内容，指

導については，文法事項のようないわゆる技能面lと対するような細かい説明は成されていない。

言語学習の最終の目的はコミュニケーションにあるのであり，言語がそれぞれの属する文化iζ色

づけされている以上，社会文化的知識を欠いた外国語能力は不十分と言わざるを得ない。従って，

生活習慣とし.、った overtな側面と，ものの見方，価値観といった covertな面とを統合した文化面

が技能面と同絡に強制されるべきであると思われる。乙の際，文化を広い意味でのすべての学問

と取ると，英語教育では不可能であり，あくまで言語と関係した，つまり英語を通してしか苅!解

できない文化と考えるのが妥当であろう。その知識が英語によるコミュニケーションをより深い

ものにすると思われる。

外国語教育の目的を大きく communicativecompetenceとcross-culturaIunderstanding IC分けてい

る Chastain(3: 406)を初め，文化教授の重要性は，各方而から指摘されている。 Lado(7: 149-150) 

は，文化の型や価値といったものを]-'11仰せずには，以の言語学習とは言えないとし，特iと教育的

な佃M(として言語が教えられるならば，文化的内容をJ111解する引がより軍g，gであると主張してい
る。人間形成といった教育的な価似を考えれば，生徒の111一的文化の horizonを広げ，異文化lζ

対するiEしい認識，態度を主主っていく乙とも大切だと!』われる。これに閲して Kirch(5: 415)は.

外国誌によるコミュニケーション能jJは，1*わなければ忘れられてしまうが，文化の学i!?は{をま

で~~り，外凶語学習の利点は，外同 lと行かずに異文化lζ反る ζ とができる乙とであると述べてい

る。外WIの人々のものの凡方がJ'~ っていても，それは持活のII\J凶ではなく~っているだけである

と認識するのは， 民|際J-lliM~の而からも，広義があると，Uわれる。



2. 文化教授のアプ口ーチ

言語が文化を構成する重要な要素であり，両者が不即不離IC:.あることから，文化教授は外国語
E 

学習と同時に行われるべきであるとされながらも，実際は文化の定義，言語と文化の関係，文化

教授の目的を繰返し模索しているのが現状であろう。そ乙から具体的に，何を，どう教えるのか

を検討していくととが必要に思われる。ど乙から手をつけるかを考えた場合， ~ 、くつかのアプロ

ーチが挙げられる。

① 教材の構成 (text.software. hardware) 

① 文化内容の指導法

① 文化内容の理解度テスト，評価

@ 教員養成のカリキュラム

ζの中で中高，及び大学の教養までを合めた教材選定をまず長初にもってくるのが望ましいと

思われる。そとで現在の文法体系の難易度iζ基づいた教材配列と同様に，文化内容にも配列が必

要となってくる。文化内容は， .単語の背景，表現，さらに発想レベノレなどが考えられるが，学習

者の外国語能力lと応じて基礎的言語構造の違いや言語lζ基づいた平易な生活習慣から，目標文化

のより内在的深層へと深めていく ζとが考えられる。

以下，中学校段階で最初に出てくる英語のあいさつ表現，またそれに伴なう会話の分析を過し

て，それらの表現の中lとみられる文化を探り出し，またその指導についても考察していくととに

する。あいさつ表現を選んだ理由は，中学 1，2年の英語学習初期に出てくる ζと，また，Kirch 

(5 :415)によれば，対話というものが，ただの情報交換だけでなく，ある文化のコンテクスト l乙

おける個人間の交流であり，その文化を表わす最も顕著なものだからである。特にあいさつ表現

は，対人間コミュニケーションの入口にあるため，その追いに基づいた文化教授は意義があるも

のと思われる。

3. 中学教科書，その他にあらわれたあいさつ表現

まず中学校教科書，New Crown. New Horizon， Tota!からあいさつ表現を拾いあげてみる。

Hello， Bob. 

How are you， May? I'm fine， thank you. 

How do you do. Ken? 

Good morning. Miss Kato. 

Good afternoon， Mr. Tanaka. 

Good evening， Mrs. Wilson. 

Good night. 

Good by. 

Have a good time. 

Say heIlo for me to both your brother and sister. 

さらに，対人間による informal及びformalな表現の迎い。また生活lfl山，自/fi{1山制の特徴が現わ

れた表現，その他UiJStの高いものをいくつか拾い上げてみると，

Hi， Bill. 

Fine， thanks. 

How isMary? 

Ilow was your day? 
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4. 表現のちがいにあらわれた文化の差

次lζ，教科:'J，t内外lとあらわれたあいさつ表男から，日英語及びその背後の文化の差を比較して

みたい。

第一lζ，英語国民は，対話の際!L，日本人が相手の地位，年令などを問題にするのに対し，名

前を芯;識する。 r先生」と“Mr.Kato"は，その対照例であろう。さらに， Hel1o，Hiのあとに殆ん
ど名前を付ける。紹介された2人が名前を言い合わずに“Howdo you do?"となるのは不自然で

ある。日本語の親族間の呼びかけについて鈴木 (9:148)の記述が興味深い。 1人の人聞が英語の

1人称"{"Iζ対して幾通りにも呼び名をかえるし，また逆にさまざまな呼び方をされる。たとえ

ば r先生Jr兄さんJr姉さんJr先鋭Jr後輩」とし、った呼び方が英語では殆んど名前で行
なわれる。乙の日英語の差を， Condon (4: 19-20)は， symmetrical relationship と， complementary 

relationshipとに区分している。前者は，i]:令，性別，階級などの類似性lζ基づくもの，つまりそ

れらの差を小さくしようとする一般的アメリカ社会の傾向である。教慢が学生IC自分をfirstname 

で呼ばせることはその一例である。後者は，それらの差を会った瞬間から作ろうとする臼本のよ

うな社会の関係である。その差は，たとえば，どちらが長くおじぎをするかといったような non-

verbalな面もあるが，乙乙では乙とばによる点現lと限ると， r先輩Jr後輩」といった表現が，
「同盟Jよりもはるかに多く使われている点にも見られる。 r先輩Jr後輩」という単語が英語
lζ見当らないととからも，両者のものの見方の差がうかがえる。乙乙で Condon(ibid. )は，表現

のちがいが，乙とばの違いによると言うよりは，文化問の価値観の追いによると述べている。こ

のような差は，コミュニケーションをめざした英語教育には欠かせないものだと思われる。

第二lと，英語国民は一般に話好きである主言われているように，あいさつ表現も豊宮で，日本

語では奇異に感じられるものも見られる。また，あいさつ表現の中には，あまりしばしば用いら

れて殆んど意味を持たないものもある。Smith(8: 115・116)，:t，“How are you?"に対しては常lζ

“Fine"の答が期待され，別lζ聞き手の健康状態を尋ねているのではなく，話し手と聞き手が同じ

社会，文化の中の一員であると之を確めているに過ぎないとしている。

さらに， 5]IJれのあいさつ表現の多くが命令形を取る乙とから日本人iζはぶしつけに感じられる

乙となど，乙のほかにも迷いが認められるだろうが，大切なのは1111C日本語の対照訳をつけるの

みでなく，個々の表現にあらわれた日本語とは異なった面を理解させ，さらに日本語lζ戻ってそ

の特徴を考え合わせてみる ζとであろう。言語構造lと罰まらず，それに関わる文化の比較にまで

JJiliり下げていけば，あいさつ者引，対話文lと見られる拙rM的な文化の述いでも生徒の見なった言

語文化，及ひ'外国語学習への興味，関心を深めてくれるかもしれない。

5. おわりに

教材面lと視点を白いた文化教授の問題点の lつは，いかにして文化的情報を見出すかにあると

巧えられる。対人間コミュニケーションの入口であるあいさつ表現にも日知E聞で数々の文化の相
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述が見られる。 ζれを広く日英語の表現比較，さらには単語のレベJレを含めると，背景となる桜

々な文化の違いが存在するはずであり，それらが英語の教授，学習をより興味深しり meaningful 

なものにしてくれると思われる。

C霊童考引用文献〕

1. Beaujour， Michel (1969)“Teaching Cu1ture in the Foreign Environment-Goals and Non.Goals，" 
MLJ53，5，317・320.

2. Brooks， Nelson (1964) Language and Language Learning: 171eory to Practice. Second ed. Harcourt， 

Brace & World Inc. 

3. Chastain， Kenneth (1976) Developing Second.Language Skills: 171eory to Practice. Second ed. Rand 
McNally Col1ege Publishing Company. 

4. Condon， John (1976)“Cu1tural Patterns of Communication and Language Teaching，" ELEC Bulletin 
No. 54 Summer 18.24. 

5. Kirch， Max S. (1970)“Relevance in Language and Culture，" MLJ'54， 6， 413-415. 

6.一一一一一一一(1973)“Language，Communication and Culture，" MLJ 57， 7， 340・343.

7. Lado， Robert (1964) Language Teaching:・AScientific Approach. McGraw.Hill， Inc. 
8. Smith， Henry Lee， Jr. (1969)“Language and the Total System of Communication，" HilI， Archibald 

A. (ed. ) Linguistics. Voice of America， Wa事hingtonD. C. 

9. 鈴木孝夫 (1973) u"ことばと文化』岩波書居。

- 4一


